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お正月を彩る寄せ植え
　 昨 年 12 月 14 日 ㈮ ～
16 日㈰、花と緑の相談所

（大泉緑地）より講師をお
招きし、寄せ植えの技術等
を学ぶ「みどりの講習会」
を行いました。時とみどり
の交流館、石川プラザ、陵南の森の３箇所で開催した講習
会には、多くの参加者が集まりました。梅やミニ葉牡丹な
どで、お正月を彩る寄せ植えを完成させました。

　ドイツの詩
し

人
じん

ゲーテの言
こと

葉
ば

に、「誤
あやま

りは
真
しん

理
り

に対
たい

して、睡
すいみん

眠が覚
かくせい

醒に対
たい

するよう
な関

かんけい
係にある。人

ひと
が誤

あやま
りから覚

さ
めてよみ

がえったように再
ふたた

び真
しん

理
り

に向
む

かうのを私
わたし

は見
み

たことがある。」という有
ゆうめい

名な言
こと

葉
ば

が
あります。
　昨

さくねん
年、暴

ぼう
力

りょく
事
じ

件
けん

の被
ひ

害
がい

者
しゃ

でもあった力
りき

士
し

が、今
こん

度
ど

は付
つ

け人
びと

に暴
ぼう

力
りょく

を振
ふ

るい引
いんたい

退
届
とどけ

を提
てい

出
しゅつ

した出
で き

来事
ごと

には、ため息
いき

とやり
切
き

れない思
おも

いがしました。暴
ぼう

力
りょく

を振
ふ

るっ
た方

ほう
はいかなる事

じ
情
じょう

があろうと許
ゆる

される
はずもありません。しつけや教

きょう
育
いく

である
などの理

り
由
ゆう

は通
つうよう

用しません。世
よ

論
ろん

などを
考
こうりょ

慮すると引
いんたい

退も当
とうぜん

然だと思
おも

う反
はんめん

面、多
おお

くの方
かた

の期
き

待
たい

を背
せお

負っているのに、もう
この過

あやま
ちは挽

ばんかい
回できないのかと寂

さび
しく感

かん

じた出
で き

来事
ごと

でした。
　「君

きみ
たちはどう生

い
きるか」（吉

よし
野
の

源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

/
著
ちょ

、マガジンハウス、2017年
ねん

）という本
ほん

は、
1937 年

ねん
に出

しゅっぱん
版された小

しょう
説
せつ

の新
しんそうばん

装版でベ
ストセラーになっています。そこには、

『自
じ

分
ぶん

が過
あやま

っていた場
ば

合
あい

にそれを認
みと

め、苦
くる

しむことができるのは、人
にんげん

間だけができ
ること。人

にんげん
間が、元

がんらい
来、何

なに
が正

ただ
しいかを

知
し

り、それに基
もと

づいて自
じ

分
ぶん

の行
こうどう

動を自
じ

分
ぶん

で決
けってい

定する力
ちから

を持
も

つものでないのなら、
自
じ

分
ぶん

のしてしまったことに反
はんせい

省し、その
誤
あやま

りを悔
く

いるということはおよそ無
む い み

意味
なことではないか。』と書

か
かれています。

また、『人
ひと

は大
おお

きな悩
なや

みを抱
かか

えることがあ
る。苦

くる
しみを感

かん
じることがある。なぜ、

こんなに苦
くる

しまなければならないのか。
それは、人

ひと
が正

ただ
しい道

みち
に向

む
かおうとして

いるからである。人
にんげん

間のあるべき姿
すがた

を信
しん

じているからである。』と、作
さくしゃ

者が語
かた

りか

ける言
こと

葉
ば

にも強
つよ

く心
こころ

を打
う

たれました。
　人

にんげん
間は時

とき
に失

しっぱい
敗や間

ま
違
ちが

いをしたり、ま
た目

め
の前

まえ
の事

じ
象
しょう

から逃
に

げ出
だ

してしまった
りするものです。しかし、そんな 状

じょうきょう
況

下
か

にあっても、してしまったことを真
しん

摯
し

に受
う

け止
と

め 反
はんせい

省すること、そして今
こん

後
ご

どう改
あらた

めていくのかということが本
ほんとう

当に
大
たいせつ

切です。再
さい

度
ど

記
しる

しますが、暴
ぼう

力
りょく

は決
けっ

し
て許

ゆる
されるものではありません。しかし、

このような事
じ

象
しょう

に関
かか

わった方
かたがた

々も、誤
あやま

りを大
おお

いに悔
く

い反
はんせい

省し苦
くる

しみを感
かん

じたの
ならば、過

あやま
ちから立

た
ち直

なお
り自

じ
分
ぶん

を取
と

り戻
もど

せる一
いっ

歩
ぽ

を踏
ふ

み出
だ

していって欲
ほ

しいと思
おも

いました。また社
しゃかい

会も人
にんげん

間が過
あやま

ちから立
た

ち直
なお

ることができる存
そんざい

在であることを信
しん

じ、それを受
う

け入
い

れられる風
ふう

潮
ちょう

にあるこ
とを希

き
求
きゅう

してやみません。

羽
は

曳
びき

野
の し

市人
じんけんけいはつすいしん

権啓発推進 協
きょう

議
ぎ

会
かい

街かどから・・・
スーパーなどの商品をチェック
　羽曳野市消費者団体連絡協議会の協力により、市内スーパー
などで販売されている食肉、魚介類、野菜などについて、商
品に表記された内容量が適正であるかどうか商品量目調査を
行いました。その調査結果に基づき、昨年 12 月 7 日㈮に大
阪府計量検定所の協力により、市内スーパーへの立入検査も
実施。消費者の信頼につながる検査結果が得られました。

駅前を飾るパンジー 1200 株（アドプトロード推進事業）

　昨年 12 月初旬、高鷲駅前
を育む会の皆さんが、近鉄
南大阪線の高鷲駅に、パン
ジーの花苗を植えてくれま
した。駅前を綺麗な彩りで
飾ってくれました。

羽曳野市軟式野球連盟市長杯大会結果

日程 昨年 9 月 16 日～ 10 月 28 日　会場 グレープヒルスポーツ公園

Ｂ　級
優　勝 羽曳野市役所野球部
準優勝 トランセンド

C　級
優　勝 オーガスターズ
準優勝 ヤンチャーズ

世界ナンバー１をめざして　〈極真会館南大阪支部所属〉
　昨年 12 月 27 日㈭、金谷典征さん（丹比小）と吉田鼓太郎
さん（高鷲小）の６年生ふたりが、同月９日に開催された西

日本空手道選手権大会で
好成績を収めました。こ
れからも世界一をめざし
練習に取り組むと話して
くれました。

子ども棋士が集結
　昨年 12 月 16 日㈰、第 14 回羽曳
野市長杯子ども将棋大会が陵南の森
で行われました。結果は表のとおり。

A クラス B クラス C クラス
優　勝  小林　潤平  吉本　真凛  小倉　立暉
準優勝  松尾　拓未  大石　巧  高嶋　裕希
三　位  中谷　豊  前田　優太郎  松本　凛太郎

（敬称略）
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こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

< 誉田 >< 島泉 >
母親の由加里さん

撮影撮影
父親の光治さん 西

に し

　燈
と う

真
ま

ちゃん

平成29 年9月 30日 生まれ平成30 年3 月 29 日 生まれ
産まれてきてくれて、ありがとう。楽しいこと
いっぱいしようね♪あと、兄ちゃんとも仲良くね。

街かどから・・・

< 野 >
叔母の瑞希さん

撮影
山
や ま な か

中 陽
ひ な た

葵ちゃん

平成30 年3月 4日 生まれ

ママに見せる最高の笑顔です☆元気いっぱいのやさしい男の子になってね♪

中
な か

田
た

　結
ゆ い

ちゃん

華やかに．．．新たな門出を祝う
　1 月 14 日㈷、はびきのコロセアムで羽曳野市成人式が行われ、大人への第
一歩を踏み出した新成人 892 人が参加しました。会場では大勢の方々から祝福
を受けたり、久しぶりの友人との再会を喜びました。式典では新成人を代表し、
守山凌さんが「誓いの言葉」を力強く述べられました。

地元に密着したカルタ作製（高鷲南小学校３年生）
　昨年 12 月初旬、羽曳野市の名所・特産品などの地元の情報を多く盛り込んだ
カルタを、高鷲南小学校の３年生が作製しました。児童１人が１つの題材にし
ぼりこみ調べ、七五調の読み札や絵札を作りました。ICT 活用授業の一環として、
文字入力・画像挿入・印刷など、コンピュータソフトを駆使したカルタが誕生。
児童らは羽曳野市の名所・特産品などに興味を持つだけではなく、作業時にお
互いに助け合うことの大切さも学びました。完成したカルタは他の学年にも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　好評を得ることができました。

災害のない１年を願い
　1 月 13 日㈰、石川河川敷で消防出初式が
行われました。柏原、藤井寺、羽曳野の消防
団や婦人防火クラブなど多くの関係者が参加
し、日ごろの訓練の成果を披露。１年間の無
災害を誓いました。最後にはポンプ車等によ
る一斉放水が行われフィナーレを飾りました。


